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(57)【要約】
【課題】　電子機器の近接無線機能以外の部分が起動さ
れる頻度を抑えること。
【解決手段】　記憶されている情報の他の装置への送信
または他の装置からの情報の受信を行う第１の機能およ
び第１の機能とは異なる第２の機能を有する相手装置の
、第２の機能の起動を制御する制御装置が提供される。
制御装置は、第１の機能を介して、相手装置から、記憶
されている情報を取得し、取得した情報に基づいて、第
２の機能を起動するかを決定し、第２の機能を起動する
と決定した場合、第１の機能を介して、相手装置へ第２
の機能を起動するコマンドを送信する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶されている情報の他の装置への送信または当該他の装置からの情報の受信を行う第
１の機能および前記第１の機能とは異なる第２の機能を有する相手装置の、前記第２の機
能の起動を制御する制御装置であって、
　前記第１の機能を介して、前記相手装置から、前記記憶されている情報を取得する取得
手段と、
　取得した情報に基づいて、前記第２の機能を起動するかを決定する決定手段と、
　前記第２の機能を起動すると決定した場合、前記第１の機能を介して、前記相手装置へ
当該第２の機能を起動するコマンドを送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記記憶されている情報は前記相手装置を識別する識別情報を含み、
　前記決定手段は、取得した前記識別情報が記憶手段に記憶されているかに応じて、前記
第２の機能を起動するかを決定する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　取得した前記識別情報が前記記憶手段に記憶されていない場合に、前記相手装置の前記
第２の機能を起動するかを前記制御装置のユーザに確認する確認手段をさらに有する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、取得した情報と前記相手装置に実行させる処理とに基づいて、前記第
２の機能を起動するかを決定する、
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項５】
　前記記憶されている情報は前記第２の機能が起動しているか否かの情報を含み、
　前記決定手段は、前記第２の機能が起動していない場合に、当該第２の機能を起動する
かを決定する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記記憶されている情報は前記相手装置が内部に有する電池の残量の情報を含み、
　前記決定手段は、前記電池の残量に応じて、前記第２の機能を起動するかを決定する、
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項７】
　前記第２の機能は、前記第１の機能による情報の送信または受信より高速な通信が可能
な通信機能を含み、
　前記第２の機能が起動された後に、前記第２の機能と通信を行う通信手段をさらに有す
る、
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項８】
　記憶されている情報の通信の相手装置への送信または当該相手装置からの情報の受信を
行う通信手段と、
　前記通信手段において前記相手装置へ前記記憶されている情報を送信した後に当該相手
装置から所定の信号を受信した場合、所定の機能を起動するように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とする電子機器。
【請求項９】
　前記通信手段は、前記相手装置からの信号により供給される電力で動作し、
　前記所定の機能は、前記電子機器の内部の電源から供給される電力で動作する、
　ことを特徴とする請求項８に記載の電子機器。
【請求項１０】
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　記憶されている情報の他の装置への送信または当該他の装置からの情報の受信を行う第
１の機能および前記第１の機能とは異なる第２の機能を有する相手装置の、前記第２の機
能の起動を制御する制御装置の制御方法であって、
　取得手段が、前記第１の機能を介して、前記相手装置から、前記記憶されている情報を
取得する取得工程と、
　決定手段が、取得した情報に基づいて、前記第２の機能を起動するかを決定する決定工
程と、
　送信手段が、前記第２の機能を起動すると決定した場合、前記第１の機能を介して、前
記相手装置へ当該第２の機能を起動するコマンドを送信する送信工程と、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１１】
　記憶されている情報の通信の相手装置への送信または当該相手装置からの情報の受信を
行う通信手段を有する電子機器の制御方法であって、
　制御手段が、前記通信手段において前記相手装置へ前記記憶されている情報を送信した
後に当該相手装置から所定の信号を受信した場合、所定の機能を起動するように制御する
制御工程を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１２】
　記憶されている情報の他の装置への送信または当該他の装置からの情報の受信を行う第
１の機能および前記第１の機能とは異なる第２の機能を有する相手装置の、前記第２の機
能の起動を制御する制御装置が有するコンピュータに、
　前記第１の機能を介して、前記相手装置から、前記記憶されている情報を取得する取得
工程と、
　取得した情報に基づいて、前記第２の機能を起動するかを決定する決定工程と、
　前記第２の機能を起動すると決定した場合、前記第１の機能を介して、前記相手装置へ
当該第２の機能を起動するコマンドを送信する送信工程と、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１３】
　記憶されている情報の通信の相手装置への送信または当該相手装置からの情報の受信を
行う通信手段を有する電子機器が有するコンピュータに、
　前記通信手段において前記相手装置へ前記記憶されている情報を送信した後に当該相手
装置から所定の信号を受信した場合、所定の機能を起動するように制御する制御工程を実
行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は装置の電源制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スマートフォン等において、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎ）、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）、Ｔ
ｒａｎｓｆｅｒＪｅｔ（登録商標）などの近接無線通信技術が採用されてきている。これ
らの近接無線通信技術によれば、ユーザは、携帯電話同士を近づける等の操作を行うだけ
で、２台のスマートフォン間で画像データやアドレス等のデータを送信または受信するこ
とができる（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、ＮＦＣ　Ｆｏｒｕｍでは、ＮＦＣからＷｉ－Ｆｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅ
ｌｉｔｙ）及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の、異なる無線通信方式にハンドオー
バするプロトコルが規格化されている。ＮＦＣから他の通信方式へのハンドオーバを実現
することで、２台のスマートフォンを近づけるだけで、Ｗｉ－Ｆｉ及びＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ等の高速な通信路を確立して大容量のデータを送受信することが可能となる（特許文献
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２及び特許文献３参照）。
【０００４】
　ＮＦＣの電子タグを搭載した電子機器も製品化されており、リーダライタを備えたスマ
ートフォンをその電子機器にかざすことで、Ｗｉ－Ｆｉへのハンドオーバを実行する機能
が実現されてきている。さらに、電源が未投入の状態の電子機器にスマートフォンをかざ
すことで、タグがリーダライタからの誘導起電力を検出することで自動的に電子機器の電
源を投入する機能も実現されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２２１３５５号公報
【特許文献２】特開２００９－２０７０６９号公報
【特許文献３】特開２０１１－１８２４４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＮＦＣの電子タグは、リーダライタの誘導起電力のみで動作することが可能であり、電
子タグ内のメモリに記憶されている情報を読み取るだけであれば、その電子タグが搭載さ
れた電子機器の本体部分の電源を投入する必要はない。しかし、ＮＦＣの通信を契機に無
条件に本体部分の電源を投入する電子機器については、電子タグに記憶されている情報を
読み取ることを目的としてスマートフォンを電子機器に近づけた場合であっても、本体部
分の電源が投入されてしまう。この結果、電子機器において無駄な電力消費が生じてしま
うという課題があった。
【０００７】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、電子機器の近接無線機能以外の部分が起
動される頻度を低く抑える起動制御技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明による制御装置は、記憶されている情報の他の装置へ
の送信または当該他の装置からの情報の受信を行う第１の機能および前記第１の機能とは
異なる第２の機能を有する相手装置の、前記第２の機能の起動を制御する制御装置であっ
て、前記第１の機能を介して、前記相手装置から、前記記憶されている情報を取得する取
得手段と、取得した情報に基づいて、前記第２の機能を起動するかを決定する決定手段と
、前記第２の機能を起動すると決定した場合、前記第１の機能を介して、前記相手装置へ
当該第２の機能を起動するコマンドを送信する送信手段と、を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、電子機器の近接無線機能以外の部分が起動される頻度を抑えることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】無線通信システムの構成例を示す概略図。
【図２】携帯電話の構成例を示すブロック図。
【図３】デジタルカメラの構成例を示すブロック図。
【図４】携帯電話及びデジタルカメラが行う処理の例を示すシーケンスチャート。
【図５】携帯電話の処理の一例を示すフローチャート。
【図６】ユーザに相手装置との接続可否を確認する画面表示の例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
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【００１２】
　＜＜実施形態１＞＞
　（システム構成）
　図１は本実施形態に係る無線通信システムの構成を示す概略図である。本無線通信シス
テムは、携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２とを含む。携帯電話１０１は、例えばユ
ーザに対する情報表示及び操作の受付等のためのタッチパネル１０３を有し、同様に、デ
ジタルカメラ１０２もタッチパネル１０４を有する。なお、以下では、携帯電話１０１と
デジタルカメラ１０２との間の制御について説明するが、他の近接無線通信が可能な電子
機器に対しても同様に以下の議論を適用することができる。
【００１３】
　携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２は、第１の通信機能として近接無線通信機能を
有する。そして、例えば、携帯電話１０１は、デジタルカメラ１０２に近接することによ
って、デジタルカメラ１０２を通信の相手装置として近接無線通信１０５を行うことがで
きる。近接無線通信１０５は、例えば、電磁誘導を利用した非接触ＩＣカード無線通信、
ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｃａｔｉｏｎ）、及び誘導電界を利用した
通信等である。そして、近接無線通信１０５は、通信速度は最大数百ｋｂｐｓであり、通
信可能範囲は数センチメートル以内である。
【００１４】
　これらの通信方式は、携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２とがそれぞれ有するリー
ダライタとタグとの間での通信を行うことができ、リーダライタはタグに内蔵されるメモ
リ領域に対してリードおよびライトの操作を実施することができる。具体的には、リード
操作を実施する場合、リーダライタがリードコマンドをタグに送信し、タグは内蔵メモリ
に記憶されているデータを含むリードレスポンスをリーダライタに送信する。また、ライ
ト操作を行う場合は、リーダライタがタグの内蔵メモリに書き込むデータを含むライトコ
マンドをタグに送信し、タグは内蔵メモリへの書き込み成否を含むライトレスポンスをリ
ーダライタに送信する。
【００１５】
　このとき、リーダライタは、自身が送信する信号により、直接タグに電力を供給し、又
は誘導起電力により電力を供給することができる。そして、タグは、リーダライタからの
送電で供給された電力、又は受信した信号によって供給される誘導起電力により、動作す
ることができる。なお、タグは、タグを保持する電子機器から電力の供給を受けて動作し
てもよい。リーダライタは、タグの内蔵メモリに記憶されたデータを受信して読み込み、
又はタグに所定の信号を送信し、必要に応じてその送信データをメモリに書き込むことが
できる。
【００１６】
　携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２は、第２の通信機能として、ＩＥＥＥ８０２．
１１シリーズに準拠した無線ＬＡＮ及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ等の無線通信機能を有する。
そして、例えば、携帯電話１０１は、デジタルカメラ１０２を通信の相手装置として、デ
ジタルカメラ１０２と直接、又はＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）などの中継機器を介
して無線通信１０６を行うことができる。無線通信１０６は、通信速度は最大数百Ｍｂｐ
ｓであり、通信可能範囲は数十メートル以内である。無線通信１０６による通信を開始す
る際には、暗号方式、暗号鍵、認証方式、認証鍵等の情報を含む無線パラメータを設定す
ることで暗号化や認証を行い、保護された通信を行うことができる。この処理は、例えば
、Ｗｉ－Ｆｉアライアンスで規格化されているＷＰＡ（Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ
　Ａｃｃｅｓｓ）などに基づいて行われる。なお、それ以外の方法で暗号化・認証を行っ
てもよいし、暗号化・認証を行わなくてもよい。
【００１７】
　本実施形態では、携帯電話１０１及びデジタルカメラ１０２は、第１の通信機能により
通信を行い、その後、例えば、携帯電話１０１は、デジタルカメラ１０２の第１の通信機
能以外の第２の機能（例えば第２の通信機能）を起動するかを決定する。具体的には、例



(6) JP 2015-19340 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

えば、携帯電話１０１が有するリーダライタが、デジタルカメラ１０２が有するタグから
、タグに記憶されている情報を読み出して取得する。そして、携帯電話１０１は、取得し
た情報が例えばデジタルカメラ１０２を識別する情報である場合に、その識別情報が携帯
電話１０１内の記憶部に記憶されているか否かなどに応じて、デジタルカメラ１０２の第
２の機能を起動するかを決定する。そして、携帯電話１０１は、デジタルカメラ１０２の
第２の機能を起動すると決定した場合、第１の通信機能を介してデジタルカメラ１０２に
その機能の起動コマンドを送信する。デジタルカメラ１０２は、第１の通信機能を介して
、第２の機能の起動コマンドを受信すると、第２の機能を起動する制御を実行する。
【００１８】
　これにより、携帯電話１０１は、第１の通信機能を介して取得した情報に基づいて、デ
ジタルカメラ１０２の第１の通信機能以外の機能の起動を制御することが可能となり、デ
ジタルカメラ１０２の機能を不要に起動することを防ぐことが可能となる。この結果、デ
ジタルカメラ１０２の消費電力を最低限に抑えることができる。
【００１９】
　以下では、携帯電話１０１及びデジタルカメラ１０２の構成及び動作について詳細に説
明する。なお、ここでは携帯電話１０１がデジタルカメラ１０２の第２の機能の起動制御
を行う場合について説明するが、デジタルカメラ１０２が携帯電話１０１の近接無線通信
機能以外の機能を起動するのであってもよい。また、携帯電話１０１又はデジタルカメラ
１０２が他の電子機器の近接無線通信機能以外の機能の起動制御を行うのであってもよい
し、他の電子機器が携帯電話１０１又はデジタルカメラ１０２の近接無線通信機能以外の
機能の起動制御を行うのであってもよい。また、起動制御を行う契機を行う通信は、近接
無線通信以外の通信であってもよい。すなわち、起動制御を行う側の電子機器は、所定の
通信によって、相手装置から所定のデータを受信し、その受信したデータに応じて、その
相手装置の所定の機能の起動を制御する電子機器であれば、どのような装置であってもよ
い。
【００２０】
　（携帯電話１０１の構成）
　次に、携帯電話１０１の構成について説明する。図２は、携帯電話１０１の構成例を示
すブロック図である。図２における各機能ブロックは、例えば、携帯電話１０１のＣＰＵ
（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）がメモリに記憶されたプログラム
を実行することによって実現される。また、携帯電話１０１内に、各機能ブロックを実行
する専用のハードウェアが存在してもよいし、一部がＣＰＵによるプログラムの実行によ
って実現され、残りの一部が専用のハードウェアを用いて実現されてもよい。
【００２１】
　携帯電話１０１は、例えば、リーダライタ２０１、無線通信部２０２、コマンド生成部
２０３、処理決定部２０４、記憶部２０５、ハンドオーバ制御部２０６、及びタッチパネ
ル制御部２０７を有する。
【００２２】
　リーダライタ２０１は、近接無線通信１０５により、例えばデジタルカメラ１０２の、
タグからの情報の読み出しによる取得とタグへの書き込みとの少なくともいずれかの操作
を行う。リーダライタ２０１は、定期的にタグへのポーリングコマンドを送信し、通信範
囲内のタグからポーリングレスポンスを受信することで、通信可能なタグを有する機器を
検出する。リーダライタ２０１は、タグに対してリードコマンド、ライトコマンドおよび
それ以外の所定のコマンドを送信できる。これらのコマンドは、コマンド生成部２０３に
よって生成される。
【００２３】
　無線通信部２０２は、無線通信１０６を行う機能部である。無線通信部２０２は、通信
可能範囲内に存在する通信可能な装置を指定する、または、通信可能な装置から指定され
ることによって、その装置との無線接続を確立する。
【００２４】
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　コマンド生成部２０３は、リーダライタ２０１を介してタグに送信されるコマンドを生
成する。本実施形態では、コマンド生成部２０３は、上述のリードコマンドおよびライト
コマンドに加えて、ホスト起動コマンドを生成する。ホスト起動コマンドとは、デジタル
カメラ１０２のホストＣＰＵを起動させるためのコマンドである。本コマンドを用いた際
のデジタルカメラ１０２側でのホストＣＰＵ起動の動作については後述する。
【００２５】
　処理決定部２０４は、携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２との間でアプリケーショ
ンソフトウェアにより実行される処理を決定する。アプリケーションソフトウェアにより
実行される処理は、例えば、無線通信１０６を介してデジタルカメラ１０２から画像を取
得する処理が挙げられる。また、インターネット上にデータが保存されている場合は、近
接無線通信１０５を介してタグから画像の保存場所を示すＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）をリードして、インターネットから画像データを取得す
る処理等も挙げられる。インターネットへのアクセスには、３Ｇ回線及びＬＴＥ（Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）等の携帯電話網、又は無線ＬＡＮルータを介して無
線通信１０６などの通信機能が利用されうる。このように、処理決定部２０４は、例えば
、リーダライタ２０１でリードしたタグ内に記憶される情報に応じて、実行する処理を決
定する。
【００２６】
　タグ内には、例えば、デジタルカメラ１０２の装置ＩＤ、ＣＰＵの起動状態、ホスト起
動コマンドへの対応可否、電池残量を示す情報およびデジタルカメラ１０２が提供する処
理の識別情報、無線パラメータの設定情報の少なくともいずれかが記憶される。また、イ
ンターネットから画像データを取得する処理を行う場合は、画像の保存場所を示すＵＲＬ
がタグ内に記憶されてもよい。また、これら以外の情報がタグに記憶されていてもよい。
なお、デジタルカメラ１０２が提供する処理の識別情報の記述形式は、ＲＦＣ３９８６で
規定されるＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）に従っ
ていてもよい。
【００２７】
　記憶部２０５は、様々なデータを記憶する記憶領域であり、本実施形態では、リーダラ
イタ２０１でリードしたタグ内に記憶される情報のうち、装置ＩＤを記憶する。なお、こ
れ以外の情報が記憶部２０５に記憶させてもよい。
【００２８】
　ハンドオーバ制御部２０６は、リーダライタ２０１でリードした無線パラメータを用い
て、無線通信１０６の接続を開始するための制御を行う。無線通信１０６としてＷｉ－Ｆ
ｉが用いられる場合、Ｗｉ－Ｆｉアライアンスで規格化されているＷＳＣ（Ｗｉ－Ｆｉ　
Ｓｉｍｐｌｅ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）のＯｕｔ－ｏｆ－Ｂａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅの仕様に準拠した処理が実行される。
【００２９】
　タッチパネル制御部２０７は、携帯電話１０１のタッチパネル１０３を制御する。タッ
チパネル制御部２０７では、タッチパネル１０３の画面表示の制御や、ユーザからのタッ
チパネル１０３の操作を検出する機能を持つ。なお、本実施形態では、情報表示とユーザ
操作の受付のためにタッチパネルを用いるが、携帯電話１０１は、例えばディスプレイと
ハードウェアボタンなど、タッチパネルではない表示及び操作受付機能を有していてもよ
い。
【００３０】
　（デジタルカメラ１０２の構成）
　続いて、デジタルカメラ１０２の構成について説明する。図３は、デジタルカメラ１０
２の構成例を示すブロック図である。デジタルカメラ１０２は、例えば、タグ３０１、タ
グ制御部３０２、ホスト起動部３０３、無線通信部３０４、記憶部３０５、ハンドオーバ
制御部３０６及びタッチパネル制御部３０７を有する。
【００３１】
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　タグ３０１は、近接無線通信１０５により、携帯電話１０１のリーダライタ２０１から
のリードおよびライト操作に対する処理を実行する。タグ３０１は内部にメモリを有し、
タグ制御部３０２とリーダライタ２０１の少なくともいずれかからの操作によって、その
メモリに対してデータの読み書きをすることができる。さらに、タグ３０１は専用のＣＰ
Ｕ（以下、タグ専用ＣＰＵと呼ぶ）を有し、デジタルカメラ１０２からの給電またはリー
ダライタ２０１の誘導起電力により動作することができる。したがって、デジタルカメラ
１０２のＣＰＵ（以下、メインＣＰＵと呼ぶ）が動作していない状態でも、携帯電話１０
１のリーダライタ２０１との近接無線通信１０５を確立することができる。さらに、タグ
３０１は、リーダライタ２０１からホスト起動コマンドを受信した場合にホスト起動部３
０３に対して割込み信号を送信する機能を具備する。
【００３２】
　図３における以下の各機能ブロックは、例えば、デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵ
がメモリに記憶されたプログラムを実行することによって実現される。また、デジタルカ
メラ１０２内に、各機能ブロックを実行する専用のハードウェアが存在してもよいし、一
部がメインＣＰＵによるプログラムの実行によって実現され、残りの一部が専用のハード
ウェアを用いて実現されてもよい。
【００３３】
　タグ制御部３０２は、タグ３０１内のメモリへのリード・ライト操作を制御する。ホス
ト起動部３０３は、デジタルカメラ１０２のＣＰＵが停止している状態で、タグ３０１か
らの割込み信号を受信した際に、デジタルカメラ１０２のＣＰＵを起動させる。
【００３４】
　無線通信部３０４、記憶部３０５、ハンドオーバ制御部３０６及びタッチパネル制御部
３０７は、それぞれ、携帯電話１０１の無線通信部２０２、記憶部２０５、ハンドオーバ
制御部２０６、及びタッチパネル制御部２０７と同様であるため、説明を省略する。
【００３５】
　（システムの動作）
　図４は、本実施形態のシステムにおいて携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２とが実
行する処理を示すシーケンスチャートである。以下では、携帯電話１０１が、デジタルカ
メラ１０２の近接無線通信機能以外の機能の起動制御を行う場合について説明する。なお
、以下では、携帯電話１０１による起動制御の後に、近接無線通信機能とは異なる無線通
信機能が起動されて近接無線通信より高速な通信を行う場合について説明するが、高速な
無線通信機能は起動されなくてもよい。例えば、近接無線通信程度の低速な無線通信を伴
う所定のアプリケーションを実行する場合、そのアプリケーションを実行するための機能
が起動される一方で、高速な無線通信機能は起動されなくてもよい。
【００３６】
　まず、初期状態として、携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２とが、近接無線通信１
０５による通信ができない十分遠い距離に配置されているものとする。この状態において
、携帯電話１０１のリーダライタ２０１は、デジタルカメラ１０２のタグ３０１を含む、
任意のタグを検出するためのポーリングコマンドを定期的に送信する（Ｆ４０１）。この
状態において、ユーザが、携帯電話１０１及びデジタルカメラ１０２を、互いが互いの通
信範囲内に入るように接近させたとする。
【００３７】
　携帯電話１０１及びデジタルカメラ１０２が互いの通信範囲内に入ると、携帯電話１０
１のリーダライタ２０１は、デジタルカメラ１０２のタグ３０１からポーリングコマンド
に対するレスポンスを受信する。これにより、携帯電話１０１は、デジタルカメラ１０２
を検出する（Ｆ４０２）。そして、携帯電話１０１は、検出したデジタルカメラ１０２に
対してリードコマンドを送信し（Ｆ４０３）、デジタルカメラ１０２のタグ３０１内のメ
モリデータを取得する（Ｆ４０４）。
【００３８】
　携帯電話１０１は、取得したメモリデータに基づいて、ホスト起動コマンドの送信要否
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、すなわち、デジタルカメラ１０２の近接無線通信機能以外の機能の起動の要否を判定す
る。そして、携帯電話１０１は、ホスト起動コマンドの送信が必要と判断すると、デジタ
ルカメラ１０２に対して、タグ３０１を介して、そのホスト起動コマンドを送信する（Ｆ
４０５）。
【００３９】
　デジタルカメラ１０２は、タグ３０１を介してホスト起動コマンドを受信すると、その
ホスト起動コマンドに対するレスポンスを送信し、メインＣＰＵを起動する（Ｆ４０６）
。なお、レスポンスの送信は、メインＣＰＵを起動させた後に行われてもよいし、メイン
ＣＰＵの起動と並行して行われてもよい。
【００４０】
　デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵの起動が完了すると、携帯電話１０１及びデジタ
ルカメラ１０２は、近接無線通信１０５より高速な無線通信１０６の接続を確立する（Ｆ
４０７）。そして、デジタルカメラ１０２において、アプリケーションソフトウェアによ
る画像の取得等の処理と、その取得した画像の無線通信１０６による携帯電話１０１への
転送等が実行される（Ｆ４０８）。
【００４１】
　（携帯電話の処理）
　続いて、起動制御を行う側の装置である、携帯電話１０１が実行する処理について説明
する。図５は、携帯電話１０１が実行する処理の一例を示すフローチャートである。なお
、本実施形態では、初期状態として、携帯電話１０１は他の装置との間で近接無線通信１
０５による通信を開始していないものとする。
【００４２】
　この状態において、リーダライタ２０１がタグ３０１を検出すると（Ｓ５０１）、その
タグ３０１内に記憶されているメモリデータを読み込む（Ｓ５０２）。このデータには、
例えば、デジタルカメラ１０２の装置ＩＤ（識別情報）、メインＣＰＵの起動状態、ホス
ト起動コマンドへの対応可否、電池残量を示す情報及びデジタルカメラ１０２が提供する
処理の情報、無線パラメータの設定情報が含まれる。なお、これらの情報のうち、少なく
ともいずれかが含まれているだけであってもよい。
【００４３】
　続いて、処理決定部２０４は、デジタルカメラ１０２の装置ＩＤが記憶部２０５に記憶
されているか否かを判定する（Ｓ５０３）。デジタルカメラ１０２の装置ＩＤが未記憶で
あった場合（Ｓ５０３でＮＯ）、携帯電話１０１は、処理を終了する。すなわち、予め登
録されていない装置ＩＤを有する電子機器に対しては、メインＣＰＵの起動を行わない。
このため、相手装置の近接無線通信機能以外の機能を不必要に起動することを防ぐことが
できる。
【００４４】
　なお、デジタルカメラ１０２の装置ＩＤが記憶されていなかった場合、携帯電話１０１
は、図６のように、タッチパネル１０３を用いてユーザにデジタルカメラ１０２との接続
を確認し、許可が得られた場合はステップＳ５０４に遷移してもよい。さらに、このとき
、タッチパネル１０３の操作待ちの間に近接無線通信１０５が切断された場合は、ユーザ
に対して再度近接操作を促す旨の表示を行ってもよい。これにより、タッチパネル１０３
を操作して接続の許可／拒否を携帯電話１０１に入力する必要があるところ、ユーザは、
携帯電話１０１とデジタルカメラ１０２を近接させた状態を維持せずに、タッチパネル１
０３を操作することが可能となる。また、ユーザからの許可が得られた場合、携帯電話１
０１は、記憶部３０５にデジタルカメラ１０２の装置ＩＤを記憶することで、次回以降の
近接時に、ユーザの許可／拒否の入力操作を省略することができる。
【００４５】
　デジタルカメラ１０２の装置ＩＤが記憶されている場合（Ｓ５０３でＹＥＳ）、処理決
定部２０４は、デジタルカメラ１０２が提供する処理の情報に基づいて、その処理の実行
にデジタルカメラ１０２のメインＣＰＵの起動が必要かを判定する（Ｓ５０４）。
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【００４６】
　例えば、無線通信１０６を介してデジタルカメラ１０２から画像を取得する処理を実行
する場合、デジタルカメラ１０２の無線通信部３０４を用いて無線通信１０６を行うため
、デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵの動作が必要となる。一方、インターネットから
画像データを取得する処理を実施する場合、タグ３０１内のメモリデータのＵＲＬを参照
するために近接無線通信１０５を行えば足りるため、タグ専用ＣＰＵが動作すればよく、
デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵの起動は不要である。
【００４７】
　なお、本実施形態では、各処理に対するデジタルカメラ１０２のメインＣＰＵの起動の
要否が、携帯電話１０１において既知であるものとするが、タグ３０１内のメモリデータ
にメインＣＰＵの起動の要否に関する情報を含めておいてもよい。その場合、携帯電話１
０１の処理決定部２０４は、その情報を参照して、メインＣＰＵの起動の要否を判定する
。また、携帯電話１０１は、タグ３０１内のメモリデータに無線パラメータの設定情報が
含まれるか否かに応じてメインＣＰＵの起動の要否を判定してもよい。すなわち、例えば
、メモリデータに無線パラメータの設定情報が含まれる場合、携帯電話１０１は、その無
線接続を確立するためにメインＣＰＵを起動すると判定してもよい。
【００４８】
　なお、本実施形態では、デジタルカメラ１０２が提供する処理の情報に基づいて、デジ
タルカメラ１０２側のメインＣＰＵの起動の要否が判定されるが、これは別の方法で判定
されてもよい。例えば、近接無線通信１０５の開始前に、携帯電話１０１内でデジタルカ
メラ１０２との間で実行する処理を決定しておき、その処理の内容に応じてデジタルカメ
ラ１０２のメインＣＰＵの起動の要否を判定してもよい。
【００４９】
　また、例えば、処理によらずデジタルカメラ１０２のメインＣＰＵを起動すべきである
場合、その装置ＩＤを記憶部２０５に記憶しておき、携帯電話１０１は、Ｓ５０３の判定
のみを実行し、Ｓ５０４の判定を省略してもよい。この場合、携帯電話１０１は、リーダ
ライタ２０１で検出した相手装置がデジタルカメラ１０２であることを確認しただけで、
デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵを起動することができる。
【００５０】
　デジタルカメラ１０２が提供する処理の実行にメインＣＰＵの起動が必要と判断した場
合（Ｓ５０４でＹＥＳ）、携帯電話１０１は、タグから取得した情報に基づいて、デジタ
ルカメラ１０２のメインＣＰＵの起動状態を確認する（Ｓ５０５）。すなわち、携帯電話
１０１は、デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵが既に起動しているか否かを判定する。
そして、デジタルカメラ１０２のメインＣＰＵが起動していない場合（Ｓ５０５でＹＥＳ
）、コマンド生成部２０３においてホスト起動コマンドを生成し、リーダライタ２０１は
、デジタルカメラ１０２のタグ３０１に対してそのコマンドを送信する（Ｓ５０６）。
【００５１】
　なお、メインＣＰＵが未起動と判定した場合でも（Ｓ５０５でＹＥＳ）、Ｓ５０２で取
得した情報がデジタルカメラ１０２の電池残量が所定量以下であることを示す場合、携帯
電話１０１は、ホスト起動コマンドを送信せずに処理を終了してもよい。また、携帯電話
１０１は、電池残量が所定量以下である場合、タッチパネル１０３を介してメインＣＰＵ
の起動を許可するか否かをユーザに確認し、拒否された場合にはホスト起動コマンドを送
信せずに処理を終了してもよい。これにより、電池残量が少ない場合はホスト起動コマン
ドを送信しないため、メインＣＰＵの起動および近接無線通信以外の無線通信による電力
消費の影響で、デジタルカメラ１０２の電池残量がなくなることを防ぐことが可能となる
。この結果、電池残量不足によってデジタルカメラ１０２が操作不能に陥ることを回避し
、ユーザの利便性を向上させることができる。
【００５２】
　また、Ｓ５０２で取得した情報が、デジタルカメラ１０２がホスト起動コマンドに非対
応であることを示す場合も、携帯電話１０１は、ホスト起動コマンドを送信せずに処理を
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終了してもよい。これにより、ホスト起動コマンドに対応するタグと非対応のタグが存在
する状況において、相手装置のタグがそのコマンドに非対応の場合に、相手装置にとって
未知なコマンドを送信することを防ぐことができる。
【００５３】
　Ｓ５０６でデジタルカメラ１０２のメインＣＰＵが起動すると、携帯電話１０１とデジ
タルカメラ１０２との間でメインＣＰＵによる処理が実行される（Ｓ５０７）。一方、実
行される処理にデジタルカメラ１０２のメインＣＰＵの起動が不要である場合（Ｓ５０４
でＮＯ）、又はデジタルカメラ１０２のメインＣＰＵが起動済みの場合（Ｓ５０５のＮ）
は、メインＣＰＵを起動せずに処理が実行される（Ｓ５０７）。この場合、デジタルカメ
ラ１０２においては、メインＣＰＵが起動されずに、近接無線通信に関する機能部のみが
処理を実行するため、不必要な電力の消費を抑えることが可能となる。
【００５４】
　なお、上述の例では、近接無線通信以外の機能が全てメインＣＰＵにより実行される例
について説明したが、デジタルカメラ１０２のうち、機能ごとに起動すべき部分を特定し
て、その部分のみを起動するようにしてもよい。すなわち、例えば、既に撮像してある画
像を転送する動作においては、撮像に関する機能を起動せずに、高速通信機能など、画像
転送に関する所定の機能のみを起動するようにしてもよい。また、この場合、どの機能を
起動するかは、携帯電話１０１からタグを通じて受信されるコマンドによって決定されて
もよい。
【００５５】
　以上のように、本実施形態では、起動制御を行う装置は、近接無線通信により、起動制
御をされる側の装置から所定の情報を取得し、その情報に応じて、近接無線通信以外の機
能を起動するかを決定する。これにより、起動制御をされる側の装置において、不必要な
機能が起動されることを防ぐことが可能となる。
【００５６】
　特に、一実施形態では、起動制御を行う装置と起動制御をされる側の装置との間で実行
される処理に応じて、起動制御をされる側の装置の所定の機能（例えばメインＣＰＵ）を
起動するかが決定される。これにより、処理に必要な場合にのみ、電子機器のうち、その
機能で使用する部分についての起動を行うことができるようになるため、起動制御をされ
る側の装置における電力消費を必要な分だけに抑えることが可能となる。
【００５７】
　また、近接された相手装置に対して、無条件に相手機器のメインＣＰＵを起動して近接
無線通信以外の無線通信にハンドオーバされることがなくなるため、ハンドオーバ先の無
線通信に係る電力消費を抑えることもできる。また、近接された相手装置に対して、無条
件に近接無線通信以外の無線通信にハンドオーバすることがなくなるため、ユーザの許可
を受けていない装置との意図しない接続を回避することができる。
【００５８】
　また、例えば、起動制御を受ける側の装置の近接無線通信機能が、相手装置からの信号
による直接受電又は誘導起電力により供給される電力で動作できる場合は、内部電源によ
る電力で動作する機能が起動されるまでは、電力消費を極めて小さく抑制できる。すなわ
ち、この場合、相手装置との間の起動制御に必要な情報の送受信と相手装置からのコマン
ドの受信とを、相手装置からの信号によって供給される電力で行うことができるため、内
部電源による機能が起動されるまでは電力消費を大幅に低減することができる。
【００５９】
　＜＜その他の実施形態＞＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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